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 メタボリックシンドロームに代表される代謝疾患が深刻化している現代におい
て、脂肪燃焼を効果的に実行できる方法の確立は重要な課題である。脂肪燃
焼を効率よくするためには、脂肪分解刺激（e.g. 運動によるアドレナリン）に対
する脂肪細胞の反応性を高めること、そして骨格筋・心筋が脂肪細胞由来の
脂肪酸を活発に燃焼することが肝要であると考えられる。これまで、脂肪燃焼
の場である筋細胞のミトコンドリアの機能については、その亢進に対する分子
機序が運動生化学分野において精力的に研究されてきている。一方、脂肪動
員の初発段階であるにもかかわらず、脂肪細胞での脂肪分解制御機構につ
いては未解明な部分が多い。本セミナーでは、ここ数年演者が取り組んでき
た「脂肪細胞での脂肪分解制御機構」と「脂肪分解の亢進が期待できる生理
的ストレス」について紹介したい。


